
２０２２年１２月１日号          兵庫高等学校教職員組合機関誌             ７０２号 1 

2022 給与確定交渉終わる 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面  
◇第 41回高校シンポジウム報告 
◇近ブロ青年部交流学習会案内 
◇各種カンパのお願い  他 

今
年
度
の
給
与
確
定
交
渉
は
、
知
事
部
局
が
第
１
回
を

11
月
16
日
、
第
２
回
を
11
月
24
日
と
し
、
同
日
最
終

交
渉
を
持
つ
と
い
う
極
め
て
タ
イ
ト
な
日
程
を
提
案
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
兵
高
教
は
県
教
委
と
協
議
し
11

月
８
日
（
昨
年
度
の
第
１
回
交
渉
と
同
時
期
）
に
「
今
期
給

与
改
定
に
向
け
て
の
周
辺
状
況
説
明
会
」
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

兵
高
教
は
、「
説
明
会
」
に
先
立
ち
、
10
月
29
日
に
第

１
回
確
定
交
渉
戦
術
会
議
を
開
催
し
、
す
べ
て
の
教
職
員
の

生
活
を
守
る
た
め
の
賃
金
水
準
確
保
、
特
に
若
年
層
教
職
員

の
賃
金
水
準
の
改
善
、
臨
時
的
任
用
教
職
員
・
会
計
年
度
任

用
教
職
員
の
処
遇
改
善
、
勤
務
時
間
適
正
化
の
推
進
等
が
今

期
確
定
闘
争
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
に
た
ち
、
戦

術
に
つ
い
て
は
、
各
分
会
で
組
合
員
に
よ
る
「
要
求
書
」
を

集
約
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
教
職
員
へ
「
賛
同
署
名
」
を

呼
び
か
け
、
山
場
に
向
け
て
、
最
終
段
階
ま
で
交
渉
に
臨
む

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

交
渉
に
向
け
て
、
兵
高
教
は
兵
教
組
と
の
共
闘
を
強
化

＝月例給 0.3％増（若年層対象）、一時金（期末手当）0.10月増（再任用職員は 0.05月増）、諸制度改善で一歩前進＝ 

し
、
11
月
24
日
を
山
場
と
設
定
し
、
確
定
交
渉
で
具
体
的

回
答
を
求
め
、
県
教
委
と
の
交
渉
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
11

月
19
日
に
第
２
回
確
定
交
渉
戦
術
会
議
を
行
い
、「
要
求

書
」「
賛
同
署
名
」
を
集
約
す
る
な
ど
の
と
り
く
み
を
積
み

上
げ
て
き
ま
し
た
。 

県
教
委
は
、
第
１
回
交
渉
に
お
い
て
、
①
給
料
表
を
改
定

（
平
均
０
．
３
％
増
額
）、
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
の
０
．
１

月
分
引
き
上
げ
（
再
任
用
職
員
は
０
．
０
５
月
引
き
上
げ
）、

③
勤
勉
手
当
の
成
績
率
に
つ
い
て
、
国
に
準
じ
た
取
扱
い
へ

の
見
直
し
④
教
育
事
務
職
に
お
け
る
経
験
者
採
用
の
初
任

給
の
決
定
方
法
の
改
善
、
⑤
「
出
生
サ
ポ
ー
ト
休
暇
」
の
拡

充
、
⑥
育
休
任
期
付
職
員
へ
の
昇
給
制
度
の
改
正
、
⑥
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
に
つ
い
て
、
等
が
示
さ
れ
ま
し

た
。 第

２
回
交
渉
に
お
い
て
は
、
人
材
確
保
対
策
及
び
多
忙
化

対
策
と
し
て
、
①
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
学
校
現
場
で

勤
務
す
る
教
員
等
の
報
酬
面
で
の
処
遇
改
善
②
教
員
採
用

試
験
に
お
け
る
加
点
措
置
の
見
直
し
、
③
人
材
確
保
に
向
け
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た
兵
庫
の
教
育
や
教
員
の
魅
力
の
発
信
強
化
、
④
「
Ｇ
Ｐ

Ｈ
50
」の
見
直
し
お
よ
び
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
業
務
改
善
、
⑤
業
務
支
援
員
の
拡
充
等
の

検
討
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
⑥
介
護
の
た
め
の

離
職
・
再
採
用
の
制
度
の
拡
充
、
⑦
教
員
採
用
試
験
に
お

け
る
第
１
次
選
考
試
験
合
格
者
の
う
ち
、
第
２
次
選
考
試

験
の
際
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患
し
た

こ
と
で
受
験
で
き
な
か
っ
た
受
験
生
の
来
年
度
の
試
験
に

お
け
る
救
済
措
置
の
検
討
、
⑧
再
任
用
満
了
後
に
引
き
続

い
て
臨
時
的
任
用
職
員
に
な
っ
た
場
合
な
ど
の
年
休
の
繰

り
越
し
の
取
扱
い
見
直
し
、
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
前

回
再
検
討
を
求
め
た
会
計
年
度
任
用
教
職
員
の
期
末
手
当

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
再
検
討
を
行
っ
た
も
の
の
困

難
、
と
回
答
し
ま
し
た
。 

第
３
回
交
渉
で
は
、
第
１
回
・
第
２
回
交
渉
で
示
さ
れ

た
成
案
に
加
え
、
残
る
教
職
員
の
士
気
確
保
策
に
つ
い
て

①
長
期
勤
続
休
暇
の
取
得
可
能
期
間
の
拡
充
、
②
今
回
給

料
表
改
定
に
至
ら
な
か
っ
た
30
代
半
ば
以
降
の
教
職
員

（今回の交渉で結論を得た主なもの） 
 
１ 2022年の給与改定について 

■ 月例給について、平均 0.3％増額改定（実施時期は 2022年 4月 1日） 
  
■ 一時金について、勤勉手当について、年間 0.1月分引き上げ 

現行 4.30月分→4.40月分   再任用職員について、0.05月分引き上げ 

（実施時期は 2022年 6月期・12月期） 
 
２ 休暇制度について 

「出生サポート休暇」について、付与日数拡充・休暇取得手続きの簡素化 

（実施時期は 2023年１月 1日） 
 
３ 定年前再任用短時間勤務制について 

  少数職種も含む全ての職種に対して、短時間勤務の制度を導入 

  ※暫定再任用職員として任用される職員についても適用対象 

（実施時期は 2024年 4月 1日）  
 
４ 人材確保対策及び多忙化対策について 

■ 会計年度任用職員として学校現場で勤務する教員等の報酬面での処遇改善 

  ※教育職（時間額で報酬が設定されている時間講師を除く）および、介助員、

生活・学習支援員、特別支援教育支援員、市町立学校の補助教員が対象 

 （実施時期は 2023年１月 1日） 

■ 教員採用試験における加点措置の見直し 

■ 人材確保に向けた兵庫の教育や教員の魅力の発信強化 

■「教職員の勤務時間適正化 先進事例集」の見直し 

および民間コンサルタントの視点を取り入れた業務改善 

■ 業務支援員の拡充等の検討 
 

５ 介護のための離職・再採用の制度を拡充（2023年 1月 1日適用） 
 
６ 教員採用試験の見直し 

新型コロナウイルス感染症罹患により２次試験が受験できなかった受験生

について、来年度の試験における救済措置を講じる方向で検討 
 
７ 臨時的任用職員の年休の繰り越しの取扱いの見直し 

（実施時期は 2023年 1月 1日） 
 

９ 教職員のモチベーション向上に向けた方策について 

■ 長期勤続休暇の取得可能期間の拡充   

■ 勤勉手当の勤務実績の反映における配慮            など 

に
つ
い
て
、
来
年
６
月
期

以
降
の
勤
勉
手
当
の
勤

務
実
績
の
反
映
に
お
け

る
配
慮
、
と
の
回
答
を
引

き
出
し
ま
し
た
。 

兵
高
教
は
、
こ
こ
ま
で

の
県
教
委
側
の
回
答
を

受
け
、
第
３
回
確
定
交
渉

戦
術
会
議
に
お
い
て
検

討
し
た
結
果
、
今
回
の
県

教
委
回
答
は
重
要
案
件

と
し
た
諸
課
題
に
つ
い

て
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

本
県
の
財
政
状
況
下
に

あ
っ
て
、
一
定
職
員
の
思

い
を
受
け
止
め
た
回
答

で
あ
る
と
判
断
し
満
場

一
致
で
こ
れ
ら
を
確
認

し
、
県
教
委
提
案
を
受
け

入
れ
、
11
月
24
日
20

時
10
分
、
妥
結
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

（
詳
細
は
速
報

No

14

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
） 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

国際連帯カンパ・子どもの人権連カンパ 

ご協力のお願い 
≪国際連帯カンパ≫ 

国際連帯カンパは、世界各国の自然災害の被災者に対する緊急支援、子どもたちの教育支

援や児童労働撲滅、途上国の人々の生活支援・民主化支援等のＮＧＯ・ＮＰＯ支援を目的として

実施しています。２０２１年度は、各単組に協力いただき総計１１，５６４，４３１円が寄せられました。 

また、今年 2 月に開始されたロシアによる軍事侵攻により、ウクライナでは、子どもたちを含む

多くの市民が犠牲になる中、日教組は、3 月の第 111 回臨時大会で「ロシアのウクライナ侵攻

に抗議し、即時撤退を求めるアピール」を採択し、「ウクライナ子ども教育・支援のための国際連

帯カンパ」にとりくんできました。組合員の多大な協力により１,５００万円を超える支援が寄せら

れました。心より感謝申し上げます。 

世界中で教育をとりまく課題は山積しており、今後もますます国際連帯のとりくみは重要となり

ます。「世界中の子どもに教育を」保障するために、国際連帯カンパへのご協力をお願いいたし

ます。 
 
≪子どもの人権連カンパ≫ 

日教組は、子どもの権利条約の普及・具現化をはかる「子どもの人権連」の主団体として、

「子どもの権利条約具体化のための実践」助成事業、機関誌「いんふぉめーしょん」の発行等の

活動を支えています。 
 
※各分会にカンパ袋を配布しています。ご家族・職場のなかまにも協力を 

呼びかけてください。  右の二次元バーコードを読み取り、PayPayで 

カンパすることもできます。 

 

国際連帯カンパ…１００円   子どもの人権連カンパ…５０円 

11
月
５
日(

土)

、
第
41
回
高
校
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
兵
高
教
か
ら
西
村
執

行
委
員
長
・
岩
井
書
記
長
・
岡
村
隆
弘
さ
ん(

青
雲
分
会)

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

開
会
行
事
の
後
、
日
教
組
・
中
谷
正
史
高
校
・
大
学

部
長
よ
り
基
調
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
澤
田
稔
さ
ん
（
上

智
大
学
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、「
高
校
発
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
学
校
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
パ
ネ
ラ
ー
の
平
野

智
之
さ
ん
（
追
手
門
学
院
大
学
）、
中
田
正
敏
さ
ん
（
神

奈
川
県
高
等
学
校
教
育
会
館
教
育
研
究
所
）
か
ら
の
報

告
・
提
起
が
あ
り
、
続
い
て
木
村
泰
子
さ
ん
（
元
大
阪

市
立
大
空
小
学
校
校
長
）、
生
駒
俊
樹
さ
ん
（
京
都
芸
術

大
学
）
の
お
二
人
の
指
定
討
論
者
か
ら
の
発
言
お
よ
び

参
加
者
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

後
半
は
「
新
学
習
指
導
要
領
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、

観
点
別
評
価
」「
高
校
再
編
、
高
校
入
試
改
革
、
大
学
入

試
改
革
」「
定
時
制
・
通
信
制
教
育
」
の
３
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
１
本
ず
つ
報
告
が
あ
り
、
そ
の

報
告
を
も
と
に
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
の
報
告
・
提
起
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

平
野
智
之
さ
ん 

・
大
阪
府
立
高
校
の
元
教
員
、
初
任
校
が
松
原
高
校
、

そ
の
後
府
立
高
校
の
教
壇
に
立
ち
、
途
中
組
合
の
役
員

と
し
て
も
活
動
し
た
の
ち
、
校
長
と
し
て
再
び
松
原
高

校
に
戻
り
退
職
を
む
か
え
た
。 

・
障
害
の
あ
る
中
学
生
と
そ
の
同
級
生
の
「
一
緒
に
高

校
へ
行
き
た
い
」
と
い
う
署
名
（
約
２
万
筆
を
集
め
る
）

か
ら
、
１
９
７
８
年
に
障
害
の
あ
る
生
徒
の
受
け
入
れ

を
始
め
た
の
が
松
原
高
校
で
あ
っ
た
。
こ
の
運
動
が
２

０
０
６
年
に
高
等
学
校
に
「
知
的
障
が
い
生
徒
自
立
支

援
コ
ー
ス
」
が
制
度
化
さ
れ
る
原
点
と
な
っ
た
（
現
在
、

大
阪
の
公
立
高
校
に
は
自
立
支
援
コ
ー
ス
お
よ
び
共

生
推
進
教
室
を
設
置
）。 

・「
と
も
に
学
ぶ
」
と
は
何
か
。
生
徒
に
と
っ
て
は
、「
与

え
ら
れ
た
自
己
の
生
き
方
を
問
う
こ
と
」「
関
係
性
で

生
き
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
」。
教
職
員
に
と
っ
て
は 

第

41
回
高
校
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ム 

「
能
力
主
義
の
学
校
観
（
学
習
）
を
問
う
こ
と
」「
学
び

合
う
権
利
、
自
己
と
社
会
を
問
う
学
力
を
保
障
す
る
こ

と
」。 

・
他
者
、
そ
し
て
自
己
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。
か
つ
て 

偏
見
を
口
に
し
、
何
も
知
ら
な
か
っ
た
他
者
と
出
会

い
、
そ
の
声
を
聴
こ
う
と
す
る
。 

そ
の
結
果
、「
何

も
知
ら
な
か
っ
た
」
の
は
他
者
（
障
害
者
）
の
痛
み
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
と
通
じ
る
い
じ
め
や
排
除
の
中
で

知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
自
分
自
身
の
痛
み
や
ゆ

が
み
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
。 

・「
関
わ
り
方
を
学
ぶ
リ
ソ
ー
ス
」
と
し
て
の
障
害
者
で

は
な
く
、
排
除
し
／
さ
れ
な
が
ら
個
人
で
生
き
て
い
く

と
い
う
「
規
範
」（
呪
い
）
か
ら
解
か
れ
て
生
き
る
自

分
を
見
つ
け
る
こ
と
。 

・
日
本
が
特
別
支
援
教
育
の
体
制
を
充
実
さ
せ
れ
ば
さ

せ
る
ほ
ど
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
＝
す
べ
て
の
子
ど

も
の
教
育
権
保
障
か
ら
遠
ざ
か
る
。 

・
現
在
大
阪
な
ど
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
「
高
校
再

編
」
は
、
教
育
権
・
教
育
の
公
共
性
の
否
定
に
つ
な
が

る
。
能
力
主
義
の
学
校
観
を
問
う
以
前
に
公
立
学
校
そ

の
も
の
が
な
く
な
る
。 

 

中
田
正
敏
さ
ん 

・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
学
校
づ
く
り
に
と
っ
て
、
学
校

の
組
織
文
化
が
一
番
の
問
題
。
協
働
と
い
う
し
く
み
を

ど
う
作
る
か
。 

・
日
本
の
学
校
の
組
織
文
化
は
「
指
導
の
文
化
」。「
指

導
」
は
教
員
と
生
徒
の
信
頼
関
係
を
基
盤
に
可
能
と
な

る
と
い
う
前
提
に
も
と
づ
き
、
教
科
だ
け
で
な
く
「
日

常
生
活
の
各
側
面
へ
と
指
導
の
対
象
を
拡
張
」
す
る
。

一
方
で
高
校
は
「
適
格
者
主
義
」
の
原
則
の
下
、
指
導

に
従
わ
な
い
生
徒
、
す
な
わ
ち
「
適
性
を
欠
く
」
生
徒

へ
の
懲
戒
等
を
行
う
権
限
を
有
し
、
こ
れ
ら
の
措
置
の

下
に
教
員
の
生
徒
へ
の
指
導
責
任
を
正
当
に
解
除
可

能
で
あ
る
。 

・
学
校
の
組
織
文
化
を
「
対
話
の
文
化
」
に
変
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
。
従
来
の
指
導
者
（
教
職
員
）‐

被
指

導
者
（
生
徒
）
関
係
の
枠
組
み
（「
指
導
の
文
化
」）
は

も
と
よ
り
、
支
援
者‐

被
支
援
者
（
生
徒
）
関
係
の
枠

組
み
か
ら
も
離
脱
し
、
共
に
困
難
を
対
象
化
し
、
共
に

解
決
方
法
を
模
索
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
に
な
る
。 

 

1/7（土）日教組近畿ブロック青年部交流学習会開催！ 

※参加希望者は書記局までご連絡ください（12/15締切） 


